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対人援助職に限らず一般的に起こる現象である。そして posttraumatic growth が元来の表現であり、
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　 バーンアウト レジリエンス 感情労働
障害 89（63） 142（107） 241（２）
教育 366（324） 279（230） 1008（50）
医療 152（125） 101（74） 465（36）
看護 451（422） 85（82） 224（87）
福祉 178（154） 55（50） 192（32）
障害・教育 16（11） ６（３） 186（０）
障害・医療 22（11） ９（５） 58（０）
障害・看護 12（８） １（１） ６（０）
障害・福祉 26（21） ４（３） 18	（１）
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ことが指摘されていた（清水ら , 同 . 増田・外島・藤野 ,2003. 小堀 ,2005前掲 ,2008前掲）。そして第



































































助者の特徴を長所として活用する視点が重視されている点（藤田・青山・熊谷 ,1998. 阿部 ,2006. 奥
村 ,2009.）、第三にポジティブ心理学の影響により対人援助職の成長についてもポジティブな視点で
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